
家庭用

お買い上げありがとうござい

ました。

ご使用になる前に、この取扱

説明書を必ずお読みいただき、

正しくご使用ください。

お読みになった後は、お使いに

なる方がいつでも見られると

ころに必ず保管してください。

保証書は、裏表紙に付いております。

販売店にて必ず記入を受け、大切に

保管してください。

保証書付き

取 扱 説 明 書
も く じ

●長年ご使用のトースターの点検を！

こんな症状は
ありませんか

ご使用
中止

症状
●電源コードや電源プラグが異常に熱くなる。
●こげくさい臭いがする。
●製品の一部に割れ・ゆるみ等がある。
●その他、異常や故障がある。

事故防止のため、電源プラグ
を抜き、販売店に点検・修理
をご相談ください。

本社／東京都品川区西五反田5ー5ー7　工場／長野県松本市和田4217ー1

保   証   書
保証期間

ご芳名
様

お電話

住所・店名

電話

ご住所（〒　　　　　　　　　）

品　　番 保証対象 本体CTE35 お買い上げ年月日より1年間
★お買い上げ年月日

様
客
お
★

店
売
販
★

〈無料修理規定〉

●修理メモ

お買い上げ日から保証期間中に、取扱説明書、本体ラベルなどの注意書に従った正常な使
用状態で故障した場合には、本書記載内容に基づき、お買い上げ販売店が無料修理いたし
ますので商品と本保証書をご持参・ご提示の上、お買い上げ販売店にご依頼ください。
1. 保証期間内でも次のような場合には有料修理となります。
　 ①使用上の誤り、改造や不当な修理による故障または損傷。
　 ②お買い上げ後の落下、引っ越し、輸送などによる故障または損傷。
　 ③火災、地震、水害、落雷などの天災ならびに公害や異常電圧などの外部要因による故
　 　障または損傷。
　 ④業務用としての使用、車両、船舶への搭載など一般家庭用以外に使用された場合の故
　 　障または損傷。
　 ⑤本書の提示がない場合。
　 ⑥本書にお買い上げ日、お客様名、販売店名の記入のない場合あるいは字句を書き換え
　 　られた場合。
2. ご転居の場合は事前にお買い上げ販売店にご相談ください。
3. ご贈答品などで本書に記入してあるお買い上げ販売店に修理を依頼されることができな
　 い場合は、「お客様ご相談窓口」にお問い合わせください。
4. 本書は日本国内においてのみ有効です。（This warranty is valid only in Japan.）
5. 本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保管してください。

この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。
従ってこの保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保
証期間経過後の修理などについてご不明の場合は、お買い上げ販売店または「お客様ご相
談窓口」にお問い合わせください。
保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくは「アフターサービス」
の項をご覧ください。
当製品の保証書にご記入いただいた、お客様の個人情報は、修理・交換品の発送のみに使
用し､それ以外の目的で使用したり、第三者に提供する事は一切ございません。

トースター

安全上のご注意

各部のなまえと
　　　　はたらき

1～4

5

……………     

………………

使いかた 6～7……………………     

お手入れのしかた 8………………

故障かな?と思ったら 9…………

仕様

アフターサービス

保証書

9

10

裏表紙

………………………………

………………

………………………　　

ト
ー
ス
タ
ー
　

C
TE35

4281-1

品番：CTE35



101

アフターサービス安全上のご注意

（左図の場合は分解禁止）

（左図の場合は電源プラグを
　コンセントから抜く）

絵表示の例

●ご使用前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。

●ここに示した注意事項は、製品を正しく安全にお使いいただき、お使いになる人や他の人々への危
害や財産の損害を未然に防ぐためのものです。必ずお守りください。

●注意事項は次のように区分しています。

記号は、「してはいけないこと」の
内容をお知らせするものです。

記号は、「しなければならないこ
と（強制）」の内容をお知らせす
るものです。

誤った扱いをすると、死亡または重傷を負
う可能性が想定される内容を示します。

警告

誤った扱いをすると、死亡または重傷を負
う可能性があり、かつその切迫度合いが高
いと想定される内容を示します。

危険

誤った扱いをすると、人が傷害を負う可能性や物
的損害のみの発生が想定される内容を示します。

注意

この製品には、リサイクル可能な部品が含まれています。
廃棄の際は、お住まいの地域の条例などに従ってください。

定格電流15A以上の
コンセントを
単独で使う。

発火する恐れが
あります。

コンセントから電源プラグを抜くときは、
電源プラグを持って抜く。

電源プラグが傷んで、火災・感電・
やけど・ショートの恐れがあります。

火災・感電・やけど・ショートの恐れが
あります。

長期間の使用や誤使用により、
電源コードが断線する恐れがあるため、
次の状態が確認されたときは使わない。

使用中、動いたり止まったりする
電源コードがねじれて戻らなくなった
電源コードの根元部分が変形・傷ん
でいる
コンセントの差し込みがゆるい

●

●

●

●

電源コードは下記のように扱わない。

火災・感電・やけど・ショートの恐れが
あります。

無理に曲げない
ねじらない
引っ張らない　
重いものをのせない
熱いものに近付けない
はさみ込まない
加工しない
束ねたまま使用しない

●

●

●

● 

●

●

●

●

9

仕

　様

処置の方法こんなときは 考えられる原因

2

取り付ける

故障かな？と思ったら
下記のことをお確かめになり、それでも調子が悪いときはただちにご使用を中止し、
お買い上げの販売店、または弊社「お客様ご相談窓口」にご相談ください。
（10ページ参照）

CTE35品 番

AC100V　50/60Hz電 源

850W消 費 電 力

高さ175×幅275×奥行き170（mm）寸 法

1.1kg（フタは除く）

1.4m

フタ

質 量

コード長さ

付 属 品

トースター品 名

ただちに使用を中止し、「お客様
ご相談窓口」にご相談ください。
（10ページ参照）

ただちに使用を中止し、「お客様
ご相談窓口」にご相談ください。
（10ページ参照）

煙が出る。

コードがねじれて戻らなくなった。

パンが下がらない、
上がらない。

●厚すぎるパンを焼いている。 ●厚すぎるパンを使わない。
（6ページ参照）

●パンが反ったり、変形している。 ●変形したパンを使わない。

●最初から追加焼きをしている。 ●追加焼きスイッチを押さずに
焼く。

●冷凍したパンを解凍焼き以外で
焼いている。

●解凍焼きスイッチを使う。
（6ページ参照）

●パンくずを取り除く。
（8ページ参照）

●パンくずトレイが外されている。 ●パンくずトレイを取り付ける。

●電源プラグが抜けている。 ●電源プラグをコンセントに差
し込む。

●そのままご使用ください。
お使いいただくうちになくな
ります。

●コンセントの差し込みがゆるい。 ●コンセントに原因がある場合
があります。最寄りの電器店
にご相談ください。

●温度ヒューズが切れている。
スタートレバーが
セットされない。

●使い初めは煙・においが出る場
合がありますが、故障ではあり
ません。

●（焦げたにおいがする場合）パ
ンくずトレイにパンくずがた
まっている。

煙やにおいが出る。

電源プラグが
異常に熱い。

パンの焼き上がりが悪い。

安全上のご注意

バターやマーガリンなどの油脂類、
またはジャムなどを
塗ったパンを焼かない。
プレーン以外のパンを
温めない。

火災・やけどの
恐れがあります。

パン以外のものを
入れない。
入ってしまったら
電源プラグをコン
セントから抜き、
完全に取り除く。

火災・感電・やけどの
恐れがあります。

火気（ストーブ・コンロ・オーブンレン
ジ・IHヒーターなど）の
近くに置かない、
使わない。

火災の恐れが
あります。

パンくずトレイを必ず取り付けて使う。
パンくずトレイは
こまめに掃除をし
て使う。

火災・やけどの
恐れがあります。

使用時は必ずフタを取り外す。

火災・やけどの
恐れがあります。

電源プラグにほこりが付着しないように、
定期的に掃除をする。

ほこりが付着したまま使用すると、
湿気などで絶縁不良になり
火災・感電の恐れがあります。

使用中は、本体から離れない。

火災の恐れが
あります。

必ず交流100Vで使う。
（日本国内専用）

火災・感電・やけどの恐れがあります。

カーペット・座布団・熱に弱い敷きもの
の上で使わない。
カーテンなどの可燃物の
近くで使わない。

火災・やけどの
恐れがあります。
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安全上のご注意

ぬれた手で電源プラグの抜き差しは
しない。

感電する恐れがあります。

水につけない。
水をかけない。

感電・本製品が
破損する恐れが
あります。

修理技術者以外は、
絶対に分解・修理・
改造をしない。

発火・感電の
恐れがあります。

梱包のポリ袋は乳幼児の手が届く場所に
置かない。

頭からかぶるなどをすると口や鼻を
ふさぎ、窒息する恐れがあります。

使用中や使用直後は本体内部に
手を入れない。
本体金属部にさわらない。

やけどの恐れが
あります。

お手入れのしかた
電源プラグをコンセントから抜き、本体が完全に冷めてからお手入れをして
ください。

本体・フタ
やわらかい布に水をふくませ、固くしぼってから
ふき取る。
よごれがひどい場合は、やわらかい布を「水で薄
めた中性洗剤」に浸し、よくしぼってからよごれ
などをふき取る。

※投入口のまわりにパンくずやほこりがたまった
場合は、早めに掃除をしてください。

パンくずトレイ
本体から取り外し、やわらかい布に水をふくませ、
固くしぼってからふき取る。
よごれがひどい場合は、スポンジに中性洗剤をつ
けて水洗いし、十分に乾燥させる。

※パンくずトレイは定期的に掃除してください。
パンくずが残ったまま使用すると、発煙・発火
の原因になります。

※お手入れの後は、必ずパンくずトレイを本体に
取り付けてください。

本体は水洗いしない。●金属製・ナイロン製のたわしや、みがき粉、
ベンジン、シンナー、漂白剤などを使わな
い。

●

子供だけで使わせない。
乳幼児の手の届く所で使わない。

子供や乳幼児がやけどをする恐れが
あります。

使用時に投入口を
ふさがない。

火災・やけどの
恐れがあります。

壊れていたり、内部構造が露出した
状態では使わない。

事故・けがの恐れがあります。

47

パンを温める（パンウォーマーの使いかた）

加熱時間
長い短い

安全上のご注意

本製品は家庭用なので、業務用として
使わない。

お手入れの際は、金属製・ナイロン製の
たわしや、みがき粉、ベンジン、
シンナー、漂白剤などを使わない。

本製品に傷がつく恐れがあります。

パンを焼く、温める以外の用途に使わない。

火災・事故・本製品が故障する恐れが
あります。

壁や家具の近くで使わない。

蒸気や熱で家具を傷め、
変色・変形の恐れが
あります。

落とさない。ぶつけない。

本製品が破損する
恐れがあります。

本体が完全に冷めてから、
フタを取り付ける。

やけど・本製品が
故障する恐れが
あります。

※安全上のご注意のイラストは
　実際の商品とは異なります。

焼き色調節レバーをお好みの位置に
合わせる。5

パンウォーマーレバーを押し上げて、
パンウォーマーを収納する。7

スタートレバーを押し下げる。6

電源プラグを
コンセントに
差し込む。
2

使用後は
電源プラグを
コンセントから
抜く。

8

フタを取り外す。
パンくずトレイが取り付けてある
ことを確認する。
1

パンウォーマーレバーを押し下げて、
パンウォーマーを立てる。3

パンウォーマーの上に、パンを置く。4

スイッチが入り、加熱が始まります。スタート
レバーが戻り、加熱が終わってからパンを移し
てください。

途中で止めたいときは、とりけしスイッチを押
してください。

パンが焦げないように様子を見ながら温めてく
ださい。

●

●

●

焼き色調節レバーで加熱時間の長さを調節
できます。

●

プレーンのロールパンやクロワッサンなどを温めることができます。

使いかた

食パンを焼きながら、パン
ウォーマーを使わない。
パンを直接、投入口に乗せ
て温めない。

●

●

ジャムなどを塗ったパンや
トッピングをしたパン、具
などが中に入ったパンは温
めない。

●

本体が完全に冷めてから、フタを取り付けて
ください。

●

お手入れの際は、必ず電源プラグを
コンセントから抜く。

火災・感電の恐れがあります。

不安定な場所や、転倒の恐れのある
場所では使わない。

火災・やけどの
恐れがあります。

指定寸法以外のパンや
変形したパンを
焼かない。

火災・やけどの
恐れがあります。

使用時以外は、電源プラグを
コンセントから抜く。

動かない場合や、異常を感じたときは、
使用を中止し、すぐに電源プラグを
抜いて点検修理を依頼する。

火災・感電の恐れがあります。



65

パンを焼く（基本的な使いかた）

スイッチについて

パンくずトレイ※

ヨコ
120mm

タテ
130mmスタートレバー

電源コード

フタ※

電源プラグ

パンウォーマー

パンウォーマーレバー

投入口

ロールパンやクロワッサ
ンなどを温めるときに使
います。（7ページ参照）

押し下げると加熱が始ま
ります。（電源プラグが
コンセントに差し込まれ
ていないときは、押し下
げても止まりません。）

押し下げるとパンウォーマーが
立ちます。

本体

焼き色調節レバー
焼き加減を調節します。
レバーを右にするほど焼き色が
濃くなります。

※焼き上がりはパンの状態や本
体の温度によって異なります。

とりけしスイッチ
スタートレバーを押し下
げると点灯します。
加熱を途中で止めるとき
に押してください。

※各スイッチは、スタートレバーを
押し下げると使えるようになります。

必ず取り付けて
ください。

解凍焼きスイッチ

もう少し焼きたいときや、パン
を温めなおすときに使います。

追加焼きスイッチ

冷凍保存したパンを焼く
ときに使います。

この向きで投入
口に入れてくだ
さい。

各部のなまえとはたらき

焼き色調節レバーをお好みの位置に
合わせる。4

スタートレバーを押し下げる。5
電源プラグを
コンセントに
差し込む。
2

使用後は
電源プラグを
コンセントから
抜く。

6

フタを取り外す。
パンくずトレイが取り付けてある
ことを確認する。
1

パンを投入口に
入れる。3

スイッチが入り、加熱が始まります。

途中で止めたいときは、とりけしスイッチを
押してください。

●

●

焼き上がるとスタート
レバーが戻り、パンが
上がります。

●

本体が完全に冷めてから、フタを取り付けて
ください。

●

解凍焼きスイッチ：凍ったままのパンを焼く
ときに押します。加熱時間が通常より長くな
ります。

追加焼きスイッチ：もう少し焼きたいときや
パンを温めなおすときに押します。約30秒
加熱します。

●

●

スタートレバーを押し下げてからスイッチを
押してください。押すと点灯します。

最初は淡めに設定し、焼き上がりを見て調節し
てください。

1枚だけ焼くときは、2枚焼くときよりも淡めに
設定してください。

●

●

バターやジャムなどを塗ったパ
ンは焼かない。
パンが引っかかって出てこない
ときは、電源プラグを抜き、木
製のはしなどを使って取り出す。
※金属製のものは使わない。
パンくずトレイは定期的に掃除
する。
※パンくずが残ったまま使用す
ると、発煙・発火の原因にな
ります。

●

●

●

タテ130mm×ヨコ120mm　
厚さ15～30mm（4～8枚切り）
までの食パンを使う。

●

使いかた
初めてお使いになるときやしばらく使わなかったときは、投入口のまわりな
どのほこりをふき取ってからお使いください。

解凍焼きスイッチ／追加焼きスイッチの使いかた

次のようなパンは焼けません。
・食パン以外のパン
・上記サイズを超えているパン
・小さいパン
・反ったり変形しているパン
・表面が凸凹になっているパン

はじめに、すべての部品・付属品が揃っていることをお確かめください。
「※」の付いた部品・付属品はお取り寄せできます。お買い上げ販売店、または
弊社「お客様ご相談窓口」へお問い合わせください。（10ページ参照）
ホームページでもお問い合わせいただけます。
                 http://www.tescom-japan.co.jp/support/

製品および部品の仕様は、予告なく
変更する場合があります。
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パンを焼く（基本的な使いかた）

スイッチについて

パンくずトレイ※

ヨコ
120mm

タテ
130mmスタートレバー

電源コード

フタ※

電源プラグ

パンウォーマー

パンウォーマーレバー

投入口

ロールパンやクロワッサ
ンなどを温めるときに使
います。（7ページ参照）

押し下げると加熱が始ま
ります。（電源プラグが
コンセントに差し込まれ
ていないときは、押し下
げても止まりません。）

押し下げるとパンウォーマーが
立ちます。

本体

焼き色調節レバー
焼き加減を調節します。
レバーを右にするほど焼き色が
濃くなります。

※焼き上がりはパンの状態や本
体の温度によって異なります。

とりけしスイッチ
スタートレバーを押し下
げると点灯します。
加熱を途中で止めるとき
に押してください。

※各スイッチは、スタートレバーを
押し下げると使えるようになります。

必ず取り付けて
ください。

解凍焼きスイッチ

もう少し焼きたいときや、パン
を温めなおすときに使います。

追加焼きスイッチ

冷凍保存したパンを焼く
ときに使います。

この向きで投入
口に入れてくだ
さい。

各部のなまえとはたらき

焼き色調節レバーをお好みの位置に
合わせる。4

スタートレバーを押し下げる。5
電源プラグを
コンセントに
差し込む。
2

使用後は
電源プラグを
コンセントから
抜く。

6

フタを取り外す。
パンくずトレイが取り付けてある
ことを確認する。
1

パンを投入口に
入れる。3

スイッチが入り、加熱が始まります。

途中で止めたいときは、とりけしスイッチを
押してください。

●

●

焼き上がるとスタート
レバーが戻り、パンが
上がります。

●

本体が完全に冷めてから、フタを取り付けて
ください。

●

解凍焼きスイッチ：凍ったままのパンを焼く
ときに押します。加熱時間が通常より長くな
ります。

追加焼きスイッチ：もう少し焼きたいときや
パンを温めなおすときに押します。約30秒
加熱します。

●

●

スタートレバーを押し下げてからスイッチを
押してください。押すと点灯します。

最初は淡めに設定し、焼き上がりを見て調節し
てください。

1枚だけ焼くときは、2枚焼くときよりも淡めに
設定してください。

●

●

バターやジャムなどを塗ったパ
ンは焼かない。
パンが引っかかって出てこない
ときは、電源プラグを抜き、木
製のはしなどを使って取り出す。
※金属製のものは使わない。
パンくずトレイは定期的に掃除
する。
※パンくずが残ったまま使用す
ると、発煙・発火の原因にな
ります。

●

●

●

タテ130mm×ヨコ120mm　
厚さ15～30mm（4～8枚切り）
までの食パンを使う。

●

使いかた
初めてお使いになるときやしばらく使わなかったときは、投入口のまわりな
どのほこりをふき取ってからお使いください。

解凍焼きスイッチ／追加焼きスイッチの使いかた

次のようなパンは焼けません。
・食パン以外のパン
・上記サイズを超えているパン
・小さいパン
・反ったり変形しているパン
・表面が凸凹になっているパン

はじめに、すべての部品・付属品が揃っていることをお確かめください。
「※」の付いた部品・付属品はお取り寄せできます。お買い上げ販売店、または
弊社「お客様ご相談窓口」へお問い合わせください。（10ページ参照）
ホームページでもお問い合わせいただけます。
                 http://www.tescom-japan.co.jp/support/

製品および部品の仕様は、予告なく
変更する場合があります。
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パンを温める（パンウォーマーの使いかた）

加熱時間
長い短い

安全上のご注意

本製品は家庭用なので、業務用として
使わない。

お手入れの際は、金属製・ナイロン製の
たわしや、みがき粉、ベンジン、
シンナー、漂白剤などを使わない。

本製品に傷がつく恐れがあります。

パンを焼く、温める以外の用途に使わない。

火災・事故・本製品が故障する恐れが
あります。

壁や家具の近くで使わない。

蒸気や熱で家具を傷め、
変色・変形の恐れが
あります。

落とさない。ぶつけない。

本製品が破損する
恐れがあります。

本体が完全に冷めてから、
フタを取り付ける。

やけど・本製品が
故障する恐れが
あります。

※安全上のご注意のイラストは
　実際の商品とは異なります。

焼き色調節レバーをお好みの位置に
合わせる。5

パンウォーマーレバーを押し上げて、
パンウォーマーを収納する。7

スタートレバーを押し下げる。6

電源プラグを
コンセントに
差し込む。
2

使用後は
電源プラグを
コンセントから
抜く。

8

フタを取り外す。
パンくずトレイが取り付けてある
ことを確認する。
1

パンウォーマーレバーを押し下げて、
パンウォーマーを立てる。3

パンウォーマーの上に、パンを置く。4

スイッチが入り、加熱が始まります。スタート
レバーが戻り、加熱が終わってからパンを移し
てください。

途中で止めたいときは、とりけしスイッチを押
してください。

パンが焦げないように様子を見ながら温めてく
ださい。

●

●

●

焼き色調節レバーで加熱時間の長さを調節
できます。

●

プレーンのロールパンやクロワッサンなどを温めることができます。

使いかた

食パンを焼きながら、パン
ウォーマーを使わない。
パンを直接、投入口に乗せ
て温めない。

●

●

ジャムなどを塗ったパンや
トッピングをしたパン、具
などが中に入ったパンは温
めない。

●

本体が完全に冷めてから、フタを取り付けて
ください。

●

お手入れの際は、必ず電源プラグを
コンセントから抜く。

火災・感電の恐れがあります。

不安定な場所や、転倒の恐れのある
場所では使わない。

火災・やけどの
恐れがあります。

指定寸法以外のパンや
変形したパンを
焼かない。

火災・やけどの
恐れがあります。

使用時以外は、電源プラグを
コンセントから抜く。

動かない場合や、異常を感じたときは、
使用を中止し、すぐに電源プラグを
抜いて点検修理を依頼する。

火災・感電の恐れがあります。

3 8

安全上のご注意

ぬれた手で電源プラグの抜き差しは
しない。

感電する恐れがあります。

水につけない。
水をかけない。

感電・本製品が
破損する恐れが
あります。

修理技術者以外は、
絶対に分解・修理・
改造をしない。

発火・感電の
恐れがあります。

梱包のポリ袋は乳幼児の手が届く場所に
置かない。

頭からかぶるなどをすると口や鼻を
ふさぎ、窒息する恐れがあります。

使用中や使用直後は本体内部に
手を入れない。
本体金属部にさわらない。

やけどの恐れが
あります。

お手入れのしかた
電源プラグをコンセントから抜き、本体が完全に冷めてからお手入れをして
ください。

本体・フタ
やわらかい布に水をふくませ、固くしぼってから
ふき取る。
よごれがひどい場合は、やわらかい布を「水で薄
めた中性洗剤」に浸し、よくしぼってからよごれ
などをふき取る。

※投入口のまわりにパンくずやほこりがたまった
場合は、早めに掃除をしてください。

パンくずトレイ
本体から取り外し、やわらかい布に水をふくませ、
固くしぼってからふき取る。
よごれがひどい場合は、スポンジに中性洗剤をつ
けて水洗いし、十分に乾燥させる。

※パンくずトレイは定期的に掃除してください。
パンくずが残ったまま使用すると、発煙・発火
の原因になります。

※お手入れの後は、必ずパンくずトレイを本体に
取り付けてください。

本体は水洗いしない。●金属製・ナイロン製のたわしや、みがき粉、
ベンジン、シンナー、漂白剤などを使わな
い。

●

子供だけで使わせない。
乳幼児の手の届く所で使わない。

子供や乳幼児がやけどをする恐れが
あります。

使用時に投入口を
ふさがない。

火災・やけどの
恐れがあります。

壊れていたり、内部構造が露出した
状態では使わない。

事故・けがの恐れがあります。



9

仕

　様

処置の方法こんなときは 考えられる原因

2

取り付ける

故障かな？と思ったら
下記のことをお確かめになり、それでも調子が悪いときはただちにご使用を中止し、
お買い上げの販売店、または弊社「お客様ご相談窓口」にご相談ください。
（10ページ参照）

CTE35品 番

AC100V　50/60Hz電 源

850W消 費 電 力

高さ175×幅275×奥行き170（mm）寸 法

1.1kg（フタは除く）

1.4m

フタ

質 量

コード長さ

付 属 品

トースター品 名

ただちに使用を中止し、「お客様
ご相談窓口」にご相談ください。
（10ページ参照）

ただちに使用を中止し、「お客様
ご相談窓口」にご相談ください。
（10ページ参照）

煙が出る。

コードがねじれて戻らなくなった。

パンが下がらない、
上がらない。

●厚すぎるパンを焼いている。 ●厚すぎるパンを使わない。
（6ページ参照）

●パンが反ったり、変形している。 ●変形したパンを使わない。

●最初から追加焼きをしている。 ●追加焼きスイッチを押さずに
焼く。

●冷凍したパンを解凍焼き以外で
焼いている。

●解凍焼きスイッチを使う。
（6ページ参照）

●パンくずを取り除く。
（8ページ参照）

●パンくずトレイが外されている。 ●パンくずトレイを取り付ける。

●電源プラグが抜けている。 ●電源プラグをコンセントに差
し込む。

●そのままご使用ください。
お使いいただくうちになくな
ります。

●コンセントの差し込みがゆるい。 ●コンセントに原因がある場合
があります。最寄りの電器店
にご相談ください。

●温度ヒューズが切れている。
スタートレバーが
セットされない。

●使い初めは煙・においが出る場
合がありますが、故障ではあり
ません。

●（焦げたにおいがする場合）パ
ンくずトレイにパンくずがた
まっている。

煙やにおいが出る。

電源プラグが
異常に熱い。

パンの焼き上がりが悪い。

安全上のご注意

バターやマーガリンなどの油脂類、
またはジャムなどを
塗ったパンを焼かない。
プレーン以外のパンを
温めない。

火災・やけどの
恐れがあります。

パン以外のものを
入れない。
入ってしまったら
電源プラグをコン
セントから抜き、
完全に取り除く。

火災・感電・やけどの
恐れがあります。

火気（ストーブ・コンロ・オーブンレン
ジ・IHヒーターなど）の
近くに置かない、
使わない。

火災の恐れが
あります。

パンくずトレイを必ず取り付けて使う。
パンくずトレイは
こまめに掃除をし
て使う。

火災・やけどの
恐れがあります。

使用時は必ずフタを取り外す。

火災・やけどの
恐れがあります。

電源プラグにほこりが付着しないように、
定期的に掃除をする。

ほこりが付着したまま使用すると、
湿気などで絶縁不良になり
火災・感電の恐れがあります。

使用中は、本体から離れない。

火災の恐れが
あります。

必ず交流100Vで使う。
（日本国内専用）

火災・感電・やけどの恐れがあります。

カーペット・座布団・熱に弱い敷きもの
の上で使わない。
カーテンなどの可燃物の
近くで使わない。

火災・やけどの
恐れがあります。
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アフターサービス安全上のご注意

（左図の場合は分解禁止）

（左図の場合は電源プラグを
　コンセントから抜く）

絵表示の例

●ご使用前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。

●ここに示した注意事項は、製品を正しく安全にお使いいただき、お使いになる人や他の人々への危
害や財産の損害を未然に防ぐためのものです。必ずお守りください。

●注意事項は次のように区分しています。

記号は、「してはいけないこと」の
内容をお知らせするものです。

記号は、「しなければならないこ
と（強制）」の内容をお知らせす
るものです。

誤った扱いをすると、死亡または重傷を負
う可能性が想定される内容を示します。

警告

誤った扱いをすると、死亡または重傷を負
う可能性があり、かつその切迫度合いが高
いと想定される内容を示します。

危険

誤った扱いをすると、人が傷害を負う可能性や物
的損害のみの発生が想定される内容を示します。

注意

この製品には、リサイクル可能な部品が含まれています。
廃棄の際は、お住まいの地域の条例などに従ってください。

定格電流15A以上の
コンセントを
単独で使う。

発火する恐れが
あります。

コンセントから電源プラグを抜くときは、
電源プラグを持って抜く。

電源プラグが傷んで、火災・感電・
やけど・ショートの恐れがあります。

火災・感電・やけど・ショートの恐れが
あります。

長期間の使用や誤使用により、
電源コードが断線する恐れがあるため、
次の状態が確認されたときは使わない。

使用中、動いたり止まったりする
電源コードがねじれて戻らなくなった
電源コードの根元部分が変形・傷ん
でいる
コンセントの差し込みがゆるい

●

●

●

●

電源コードは下記のように扱わない。

火災・感電・やけど・ショートの恐れが
あります。

無理に曲げない
ねじらない
引っ張らない　
重いものをのせない
熱いものに近付けない
はさみ込まない
加工しない
束ねたまま使用しない

●

●

●

● 

●

●

●

●



家庭用

お買い上げありがとうござい

ました。

ご使用になる前に、この取扱

説明書を必ずお読みいただき、

正しくご使用ください。

お読みになった後は、お使いに

なる方がいつでも見られると

ころに必ず保管してください。

保証書は、裏表紙に付いております。

販売店にて必ず記入を受け、大切に

保管してください。

保証書付き

取 扱 説 明 書
も く じ

●長年ご使用のトースターの点検を！

こんな症状は
ありませんか

ご使用
中止

症状
●電源コードや電源プラグが異常に熱くなる。
●こげくさい臭いがする。
●製品の一部に割れ・ゆるみ等がある。
●その他、異常や故障がある。

事故防止のため、電源プラグ
を抜き、販売店に点検・修理
をご相談ください。

本社／東京都品川区西五反田5ー5ー7　工場／長野県松本市和田4217ー1

保   証   書
保証期間

ご芳名
様

お電話

住所・店名

電話

ご住所（〒　　　　　　　　　）

品　　番 保証対象 本体CTE35 お買い上げ年月日より1年間
★お買い上げ年月日

様
客
お
★

店
売
販
★

〈無料修理規定〉

●修理メモ

お買い上げ日から保証期間中に、取扱説明書、本体ラベルなどの注意書に従った正常な使
用状態で故障した場合には、本書記載内容に基づき、お買い上げ販売店が無料修理いたし
ますので商品と本保証書をご持参・ご提示の上、お買い上げ販売店にご依頼ください。
1. 保証期間内でも次のような場合には有料修理となります。
　 ①使用上の誤り、改造や不当な修理による故障または損傷。
　 ②お買い上げ後の落下、引っ越し、輸送などによる故障または損傷。
　 ③火災、地震、水害、落雷などの天災ならびに公害や異常電圧などの外部要因による故
　 　障または損傷。
　 ④業務用としての使用、車両、船舶への搭載など一般家庭用以外に使用された場合の故
　 　障または損傷。
　 ⑤本書の提示がない場合。
　 ⑥本書にお買い上げ日、お客様名、販売店名の記入のない場合あるいは字句を書き換え
　 　られた場合。
2. ご転居の場合は事前にお買い上げ販売店にご相談ください。
3. ご贈答品などで本書に記入してあるお買い上げ販売店に修理を依頼されることができな
　 い場合は、「お客様ご相談窓口」にお問い合わせください。
4. 本書は日本国内においてのみ有効です。（This warranty is valid only in Japan.）
5. 本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保管してください。

この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。
従ってこの保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保
証期間経過後の修理などについてご不明の場合は、お買い上げ販売店または「お客様ご相
談窓口」にお問い合わせください。
保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくは「アフターサービス」
の項をご覧ください。
当製品の保証書にご記入いただいた、お客様の個人情報は、修理・交換品の発送のみに使
用し､それ以外の目的で使用したり、第三者に提供する事は一切ございません。

トースター

安全上のご注意

各部のなまえと
　　　　はたらき

1～4

5

……………     

………………

使いかた 6～7……………………     

お手入れのしかた 8………………

故障かな?と思ったら 9…………

仕様

アフターサービス

保証書

9

10

裏表紙

………………………………

………………

………………………　　

ト
ー
ス
タ
ー
　

C
TE35

4281-1

品番：CTE35


